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令和 4 年度 第９回役員委員合同会議 議事録 

 

日 時 ： 令和５年１月８日（日）午前 9 時 30 分～午前 11時 10分 

会 場 ： コール田無 会議室 B    司会：久保田 

出席者 ： 白岩、伊藤、小垣原、安倍、菊池、松本、安松、矢部、小林（太）、水井、 

久保田、濵田（以上、座席順） 

 

<支部長挨拶> （略） 

明けましておめでとうございます。本年もどうぞ宜しくお願い致します。 

 

<報告事項> 12月 11 日～１月７日 

・出席役員・委員の新年の挨拶（省略） 

・会計、総務関係（久保田） 

 立替の会計が未精算のものがあれば、来月中までにお願いしたい。 

 会則第１２条（総会）に関する内容について、以下の項を加えたいという提案。 

   ５ 感染症の流行等不測の事態により総会を開催することのできない場合は、総会 

の付議事項につき役員の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をし 

たときは、当該付議事項を可決する旨の総会の決議があったものとみなす。 

 （会社法第３１９条第 1 項に関連する事項あり） 

  会議では、「感染症の流行」の他に、「災害」の場合も付け加え「感染症の流行及び 

災害等不測の事態により～」としたほうが良いという意見が出され決定された。 

又、「役員の全員が」の件は、全員の賛否取り付けに多くの手数を要するため、総会資 

料電送時に「期限までに返信が無い場合は賛成したものと見做します。」の文言を付記

する事で事務的手数を避ける。 

 

 会員の在り方について 

夫婦会員と同じような感じで、親子や親孫にも当てはめたらどうか。 

  夫婦のいずれかが明大卒でない場合、その人を準会員として認めてはどうか。 

  明大卒に拘らず、明治大学が好き、という人も入会可能なように間口を広げてはどうか。 

  そのような意見も出され、これらは継続審議とする。 

 

・会報新年号は 1月下旬完成、2月 5日に配布の方向を中村さんと打合せ済（濵田） 

 

・会員交流推進活動において、特に目立った動きはない。会報新年号配布に合わせ活動した 

い。（松本） 
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・校友（非会員）に対する情報等の伝達は、今後もメール及び HP を使って提供作業を継続 

する。会費の問題はあるものの、会員、非会員の一体化を目指したい。（濱田） 

 

・西東京市在住の住所判明校友数は 2022 年 12 月現在 1,498 名で女性は 363 名、（1498 名 

のうち終身会費納入者は 966 名）1498 名の内、北部支部総会出欠はがき返信者は８％。

（濱田） 

 

・2/25 新春交流会の会場は墨花居、武蔵野食堂など候補地があるが、安倍さん提案の店を

下見した上で 2/5 までに幹事長が決定する。（伊藤） 

 

・いこいの森昼食会は、今年も原則として最終日曜日の正午から継続して行う。今月は1/29。

今後の予定として、2 月は 2/25（土）に新春交流会があるために中止。3月は 3/26 に花

見も兼ねて実施。4月は通常通り行うが、5月は西東京市地域支部総会のため中止の予定。

詳細は追って連絡する。（伊藤） 

 

・春の街歩きは、御茶ノ水の聖橋を出発点としてニコライ堂、湯島聖堂、神田明神、湯島天 

神、旧岩崎邸を巡り、上野へ出るコースを計画している。（久保田） 

 

・12/17 リモート懇親会が行われた。七福神巡りは実に多くの内容だったので、参考資料を

久保田さんに。この中で「温泉旅行をするのもいいのでは」という意見が出た。次回 

は 1/28（土）午後 7 時半から行う予定。（濱田） 

 

・1/21～28 に「ゆめこらぼ」の市民フェスティバルが開催される。西東京稲門会寺子屋の 

出展もある。（濱田） 

 

・川部北部支部幹事長からボウリングに似た競技「モルック」の対抗戦を北部支部の間で、 

各地域の持ち回りで行いたいとの声があった。西東京では「いこいの森昼食会」に連動す 

る形でなら負担が少ない。（濱田） 

 

・20 周年記念誌について、参考資料として西東京市のラジオ体操実施記念誌の紹介あり。 

500 部発行で、企画・校正なしで 80,000 円で製本化できたという。稲門会では 30 万円で 

発行したというが、もっと安くできる方法はないだろうか。（水井） 

（参考）練馬区の創設 70年史の場合、印刷、製本で 12 万円、外注の編集・校正を含め 

て 50 万円を要した。 
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・北部支部関係報告（小林） 

 1/21 北区地域支部新年会が開催。濱田支部長が参加する。 

 1/29 明治大学発祥の地記念碑祭が紫紺館椿山荘で会費 10,000 円で開催。各地域支部から 

1 名の参加ということで参加希望を募ったが、希望が無かったため濱田支部長が参加する 

ことになった。会費は個人負担。(報告中、退座していた伊藤幹事長から、会議終了後に

参加希望の申し出あり)。1 名の資格について未確認の部分があり、後日伊藤幹事長とも

再度相談する。（参加費を会で負担すべきかの意見も出たが、これは個人負担が望ましい

との支部長意見。） 

 

 2/4 豊島区地域支部から初春交流会の誘いがあった。会費は 5,000 円、池袋で実施予定。 

 

 年会費徴収方法の変更に関しては、各地域支部から反対意見が多く議論停止状態。 

 

 今年の北部支部総会は、6/3（土）板橋区立グリーンホール（東武東上線大山駅歩 5 分） 

 で実施予定。 

 

・ 12月の役員忘年会での収支：6,000 円×11 名＝66,000 円の収入に対し、63,022 円の支

出。差額の 2,978 は会に寄付する。（久保田） 

 

<協議事項> 

・西東京市地域支部設立 20周年記念事業について 

 寄付を募る際、校友会費とは別会計が望ましい。別途銀行口座を作ったほうが良い。 

 現状では、ゆうちょ銀行で発生する振込手数料が大きな問題となっている。 

 手数料が抑えられれば、銀行に限らず信用金庫などでもいいのではないか。 

  以下、継続審議とする。 

 

次回の委員会会議は、2月 5日（日）午前 9 時半よりコール田無で行う予定。 


